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【 素材生産の実態 】 

①自伐林業（自伐林家） 
 ・山林所有者が自ら伐採搬出を行い、 
  丸太を販売。 

②伐採作業請負業 
 ・山林所有者から、 
  伐採作業のみを請負う。 

③素材生産業 
 ・山林所有者から、立木を購入し 
    『丸太』にして販売。 



【 作業形態 】 

林業事業体、 
労働者として雇用 
短期・・・出来高制(現場単位) 
長期・・・月給制、日給制 

一人親方 

家族経営、零細作業班 
一人親方の共同請負 

労働 
基準法 

労働者 

請負人 

公正 
取引法 

作業者の身分 



【 今後の課題 】 

① 労働者としての待遇改善 
② 請負事業体の近代化 

同時に進める必要性 



【 取り組み 】 

［  一人親方(零細作業班)  ］ 
 

 ・契約書の明文化 
  ・発注者、請負業者間の 
   対等な契約 
  ・労働保険関係の明確化 

［  サラリーマン作業者  ］ 
 

 ・月給化(給料増) 
 ・休日の確保(週休２日) 
 ・肉体的負担の軽減 
 ・労働者の安全対策 

・日曜日と雨の日は必ず休む 
・作業の機械化 
・作業者の技術力向上 
   → 技能レベルと資格の制度化 
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